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１ ２０４０年問題を見据えたネウボラの進展について 

（４０分） 
 

 やがてやってくる２０４０年。この年には少子化による急速な人

口減少と団塊ジュニア世代が高齢者（６５歳以上）になることで高

齢者人口が最大になる年と予測されております。このことは言うま

でもなく日本社会が直面する内政上の最大の危機です。 

 この危機を回避するには、まずは少子化の克服とそれを支えるネ 

ウボラの更なる充実が必要です。このことに対する本市の対策を伺 

います。 

 

 

（1）本市では、２０４０年問題を市政（市勢）の上でどのように

捉えているか。 

 

（2）鶴ヶ島版ネウボラのここまでの成果は。 

 

 

（3）本市のネウボラでの新たな試みはあるか。 

 

 

（4）小・中学校で人口問題に関する事柄を学ぶことはあるか。 

 

 

（5）２０４０年のその先を見据えた本市の人口増加策をどう考え

るか。 

 

市  長 

教育委員会教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


